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１．研究計画の概要 

本研究は対象とする時期を、中国への日本
系企業(在華日本企業の資本形態には、日本
資本単独出資や日中合資など様々な形態が
あり、「日本系企業」の呼称を用いる)の進
出の本格化した第一次世界大戦終結（1910 年
代末）から、第二次大戦敗戦による中断（1945
年）までの期間とし、この間の中国における
日本系企業の中国での活動を重工業、紡織な
どの軽工業、電力などのエネルギー産業、鉄
道などの近代交通網の整備、中国への技術移
転などの面を通じて多面的に明らかにする
ことを目的としている。 

 

２．研究の進捗状況 

 研究代表者および各研究分担者は、第一次
大戦期から第二次大戦期までの日本経済
史・中国経済史を、在華日本系企業との関連
で読み直し、各分野での必要な情報の整理を
行うために、継続的に研究会を開催した。ま
た国内外の文書館において調査を行った。 
2007 年度 

6 月 10 日に神戸大学、12 月 9 日に大阪大
学にて研究会を開催した。12 月の研究会では
南カリフォルニア大学のブレット・シーハン
教授をゲストスピーカーに迎え、アメリカに
おける研究情報の教示を受けた。 

2008 年度 

5 月 31 日、6 月 1 日に島根大学にて、8 月

2,3 日に大阪大学にてワークショップを開催

した。8 月のワークショップでは海外研究協

力者である台湾中央研究院の陳慈玉氏、上海

社会科学院の張忠民氏、香港大学李培徳氏、

台湾東海大学の陳計堯氏を招き、活発な議論

が行われた。 

1970 年代に研究分担者の桑原哲也が、在華

日本紡織企業関係者に行った貴重なインタ

ビューの文字資料化を開始し、2008 年度には

およそ 50％の文字化を実現した。 

2009 年度 

これまでの研究成果の中間報告のために 6

月 13、14 日に東京大学にてワークショップ

を開催した。 

そして、これまでの研究成果の総括とし

て、9月 27 日に東洋大学で開催された社会経

済史学会第 78 回全国大会において、パネル

ディスカッション「両大戦間・第二次大戦期

の中国における在華日本系企業の活動」を富

澤が組織し、富澤と桑原が報告、阿部がコメ

ント、久保が司会を行った。翌 28 日には東

京大学でシンポジウム「両大戦間・第二次大

戦期の中国における在華日本系企業の活動」

を開催し、分担者の久保と萩原及び海外研究

協力者である台湾中央研究院の陳慈玉氏、上

海社会科学院の張忠民氏、香港大学李培徳

氏、台湾東海大学の陳計堯氏が報告を行っ

た。双方とも多数の参加があり、活発な議論

を行うことができた。こうした成果を公刊す

るための準備として、11 月 29 日には、東京

大学でワークショップを開催した。 

在華日本紡織企業関係者のインタビュー
の文字資料化を進めており、およそ 90％を終
了した。 
 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

以下の理由が挙げられる 
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我々の研究グループと同様の問題関心を
持つ柴田善雅『中国占領地日系企業の活動』
日本経済評論社、2008 年の刊行により、新
たに史料目録を作成する必要がなくなり、そ
の分の労力を様々な作業に振り向けること
が可能となった。これにより①神戸大学の内
外綿文書の整理、②在華紡関係者のインタビ
ューの整理などを行うことができた。また当
初の目標であった在華日系企業の多様性の
解明も順調に進んでいる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1)昨年度の社会経済史学会大会でのパネル
報告および東京大でのシンポジウムを基礎
に、分担者、連携研究者、研究協力者は成果
公表にむけての論文を作成する。また、その
ためのワークショップを東京などで開催す
る。 
(2)論文集の公刊による成果公表を目指して、
来年度の科学研究費補助金（研究成果公開促
進費）に応募する。 
(3)昨年度に引き続き、過去に実施した在華
紡関係者へのインタビューを、研究代表者・
分担者・連携研究者により整理を進め、これ
についても公刊にむけて積極的に補助金の
獲得をはかる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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